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① 表中の数値には、それぞれ単位を記入しています。

② 文中や表の数値で千円、万円と表示してある場合は、原則としてそれぞれの表示未満の数値を切り捨てています。

③ 率と率の比較は、ポイントで表示しました。

④ 表中の符号の用法は次のとおりです。

「0.0または0」・・・該当数値はあるが表示単位未満のものです

「－」・・・数値のないものです

「△」・・・マイナスの数値です

⑤ 構成比などは、合計が100％になるように一部で調整しています。

⑥ 掲載してある表などは、出所を明記しているもの以外は、各課からの資料に基づくものです。
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1.審査対象1.審査対象

●各公営企業会計歳入歳出決算
　町立西和賀さわうち病院事業会計決算
　西和賀町水道事業会計決算
●付属書類
　各公営企業会計の決算付属資料

1.審査対象2.審査の方法

令和５年度決算審査（令和４年度決算対象）

18日
（金）

21日
（月）

　髙橋政芳代表監査委員、菅原利明監査委員

8月

3.審査の日時と場所及び審査に立ち会った職員

4.審査した監査委員

5.審査の結果

　審査に付された各事業の決算書類及び決算付属書類は、いずれも関係法令に準拠して作成され、財政

状況並びに当年度の経営成績を表示しており、予算執行は所期の目的に従い適正に執行されたものと認

めた。

三役へ決算審査意見書説明（三役・監査委員事務局）

9：30～9：50
決算審査意見書提出

講評（庁議にて各所属長へ）
湯田庁舎３階
大会議室

場所

事務局長　小林英介、書記　刈田真理子

9：00～10：00
湯田庁舎2階

応接室

監査委員事務局立会者 事務局長　小林英介、書記　刈田真理子

湯田庁舎３階
議員控室

審査に付された決算報告書、財務諸表及び決算付属書類の記載事項が法令に準拠して作成されている

か、その計数の正確性、経営内容の妥当を審査するとともに、予算執行の適否及び決算経理について関

係職員から事情を聴取したほか、例月の現金出納検査と定期監査なども参考にしながら審査を実施し

た。

13：10～14：30
西和賀

さわうち病院
事務局長　東清彦、主任　赤石広光

西和賀さわうち病院
会議室

7月

月日 時間 対象課等 立ち会った職員、備考

26日
（水）

28日
（金）

13：00～14：30 上下水道課
課長　佐藤太郎、課長代理　北島克人
主査　新田賢一

監査委員事務局立会者

Ⅰ 令和４年度公営企業会計決算における決算審査概要
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1　事業の概要

〇　業務量

　①施設利用者数

　②病床利用状況

　③一日平均取扱患者数

２　予算の執行状況

①収益収支 （税抜き）

令和4

令和3

令和2

②資本収支 （税抜き）

令和4

令和3

令和2

0円

94,090,000円 76,296,375円 81.1% 94,090,000円 76,296,375円 81.1% 0円

73,257,000円 73,242,376円 100.0% 73,257,000円 73,242,376円 100.0%

108,740,000円 108,737,243円 100.0% 108,740,000円 108,737,243円 100.0% 0円

（A） （B) （B）/（A） （ｃ） （D） （D）/（C）

年度

収入 支出 収入支出
差引額予算額 決算額 執行率 予算額 決算額 執行率

（B）-（D）

△ 60,374,198円

予算額 決算額 執行率 予算額 決算額 執行率

（A） （B)

940,030,000円 928,515,767円 98.8% 1,023,553,000円 988,889,965円 96.6%

95.4% △ 26,554,394円

938,194,000円 938,847,695円 100.1% 1,010,318,000円 970,098,191円 96.0% △ 31,250,496円

955,522,000円 951,713,428円 99.6% 1,025,512,000円 978,267,822円

（B）/（A） （ｃ） （D）

医科外来 278日 20,514人 73.8人

収益収支では、収入総額が9億5,171万円に対して支出総額は9億7,826万円で、収入総額から支出総額

を差し引いた当年度の純損失は2,655万円となっている。

　令和4年度の累積欠損は8億2,163万円となっている。

（D）/（C） （B）-（D）

年度

収入 支出 収入支出
差引額

入院 365日 8,666人 23.7人

歯科外来 237日 6,807人 28.7人

令和３年度 14,600床 9,491人 65.0%

区分 年延診療日数 年延患者数 一日平均患者数 備考

区分 年延病床数 年延入院患者数 利用率 備考

令和４年度 14,600床 8,666人 59.4%

△8.7％ △6.5％ 2.0%
対前年比

令和３年度 9,491人 21,934人 6,674人

△ 825人 △ 1,420人 133人

備考

令和４年度 8,666人 20,514人 6,807人

6.町立西和賀さわうち病院事業会計

当年度の入院患者数は8,666人で前年度に比べ825人の減少、医科外来は20,514人で前年度に比べ

1,420人の減少、歯科外来は6,807人で前年度に比べ133人の増加となり、医科と歯科を併せた外来患者

数全体は前年度を下回っている。

区分 入院 医科外来 歯科外来
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（1）収益的収入および支出

〇収入 （税抜き）

〇支出 （税抜き）

（2）資本的収入及び支出

〇収入 （税抜き）

〇支出 （税抜き）

35,494,867円

令和３年度
増減

956円 46,272,000円 46,271,690円 △ 7,850,646円

資本的支出 108,740,000円 108,737,243円 - 2,757円 73,257,000円

（B)-(F)

建設改良費 70,318,000円 43,345,513円70,316,199円 -

（B） （C) （D) （E)

1,801円

負担金 38,422,000円

（A) （F)

73,242,376円

企業債償還金 38,422,000円 38,421,044円 -

区分

26,985,000円 26,970,686円

予算額 決算額

46,271,690円

令和４年度

予算額 決算額 繰越額 不用額 予算額 決算額

（A)

△ 7,850,646円

資本的収入 108,740,000円 108,737,243円 73,257,000円 73,242,376円 35,494,867円

補助金 8,294,000円 8,294,000円 17,792,000円 17,778,915円 △ 9,484,915円

令和３年度

決算額

38,421,044円 46,272,000円

6,237,274円

出資金 1,924,000円 1,922,199円 5,193,000円 5,191,771円 △ 3,269,572円

（C) （D) （B)-（D)

企業債 60,100,000円 60,100,000円 4,000,000円 4,000,000円 56,100,000円

区分

令和４年度 令和３年度
増減

決算額 繰越額

収益的収入の決算額は9億5,171万円で前年度と比べて1,286万円の増加となる。内訳は、医業収益は6

億2,663万円で前年度と比べて1,424万円減少しており、医業外収益は3億2,507万円で前年度と比べて

2,710万円増加している。

収益的支出の決算額は9億7,826万円で前年度と比べて816万円の増加となる。内訳は、医業費用は9億

5,450万円で前年度と比べて623万円増加しており、医業外費用は2,376万円で前年度と比べて193万円増

加している。

資本的収入及び支出の決算額は1億873万円で前年度と比べて3,549万円増加している。

区分

医業収益

医業外収益

特別収益

0円 0円

0円 - 1,000円 1,000円 0円 0円

- 67,372,982円

予算額

（B)-(F)

医業外費用

増減

病院事業収益

令和４年度

予算額 決算額

（B）

（B）

47,244,178円 1,010,318,000円 970,098,191円

- -20,130,804円 3,730,000円

1,006,586,000円954,501,018円

令和３年度

（B)-（D)

△ 14,240,585円

27,106,318円

0円

12,865,733円

627,835,000円

310,358,000円

1,000円

938,194,000円

640,874,194円

297,973,501円

予算額

区分

（C)

決算額

（A)

決算額

（A) （B） （C) （D) （E) （F)

632,921,000円

322,600,000円

938,847,695円

1,000円

955,522,000円

626,633,609円

325,079,819円

0円

951,713,428円

予算額

0円

不用額

1,021,874,000円

予算額

（D)

948,263,744円

増減

令和４年度

病院事業費用 1,025,512,000円 978,267,822円 -

0円 - 1,000円 1,000円

1,932,357円3,636,000円

1,000円

特別損失 1,000円

予備費

21,834,447円

医業費用

23,766,804円

8,169,631円
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1　事業の概要

〇 業務量

2　予算の執行状況

（税抜き）

△ 176,953,098円

（Ａ） （Ｂ） （Ａ）-（B) （C) （D) （C)-（D)

333,101,757円 383,523,444円 △ 50,421,687円 268,051,000円 445,004,098円

収入支出差引額 収入総額 支出総額 収入支出差引額

収益収支 資本収支

収益収支では、収入総額が3億3,310万円に対して支出総額は3億8,352万円で、収入総額から支出総額を差

し引いた当年度の純損失は5,042万円となっている。

　令和４年度の累積欠損は7億1,711万円となっている。

収入総額 支出総額

0ｍ

0ｍ

0㎥/日

△ 98,324㎥

△ 33,108㎥

△ 270㎥

871,057㎥ 969,381㎥

559,596㎥ 592,704㎥

2,386㎥ 2,656㎥一 日 平 均 配 水 量

12,490ｍ 12,490ｍ 0ｍ

18,280ｍ 18,280ｍ

147,090ｍ 147,090ｍ

3,652㎥/日 3,652㎥/日

導 水 管 延 長

送 水 管 延 長

配 水 管 延 長

配 水 能 力 （ ㎥ / 日 ）

年 間 総 配 水 量

年 間 総 有 収 量

5,088人

2,616人

2,472人

2,215戸

△ 197人

△ 109人

△ 88人

△ 25戸

給 水 人 口 4,891人

給 水 戸 数

2,507人

2,384人

2,190戸

上記のうち沢内地区

上記のうち湯田地区

7.水道事業会計

業務量は、年間総配水量871,057㎥、一日平均配水量2,386㎥、年間総有収水量559,596㎥となった。また、

給水人口は4,891人、給水戸数は2,190戸となった。

令和4年度（A) 令和3年度（B)項目 比較（A)-（B)
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（1）収益的収入および支出

〇収入 （税抜き）

〇支出 （税抜き）

（2）資本的収入及び支出

〇収入 （税抜き）

〇支出

　収益的収入の決算額は3億3,310万円で前年度と比べて1,963万円の減少となる。内訳は、営業収益1億

1,044万円、営業外収益2億2,265万円となっている。

　収益的支出の決算額は3億8,352万円で前年度と比べて2,060万円の減少となる。内訳は、営業費用3億

6,038万円、営業外費用2,313万円となっている。

　資本的収入の決算額は2億6,805万円で、前年度と比べて1,363万円の減少となる。内訳は、企業債990

万円、出資金2億4,894万円となっている。

　資本的支出の決算額は4億4,928万円で、1,535万円の増加となる。内訳は、建設改良費4,710万円、企

業債償還金4億218万円となっている。

建設改良費 52,767,000円 47,102,000円 5,665,000円

406,488,246円 △ 4,304,148円

55,448,000円 27,447,200円 19,654,800円

令和３年度
増減

補助金 0円 0円 0円 0円 0円

（A) （B） （C) （D)

資本的支出 454,952,000円 449,286,098円 5,665,902円 461,937,000円 433,935,446円 15,350,652円

企業債償還金 402,185,000円 402,184,098円 902円 406,489,000円

（E) （F) （B)-(F)

区分

令和４年度

予算額 決算額 繰越額 不用額 予算額 決算額

△ 18,798,000円

1,400,000円

出資金 248,950,000円 248,949,000円 245,184,000円 245,183,246円 3,765,754円

資本的収入 273,717,000円 268,051,000円 281,684,000円 281,683,246円 △ 13,632,246円

企業債 9,900,000円 9,900,000円 8,500,000円 8,500,000円

負担金 14,867,000円 9,202,000円 28,000,000円 28,000,000円

区分

令和４年度 令和３年度
増減

予算額 決算額 予算額 決算額

（A) （B） （C) （D) （B)-（D)

0円 0

水道事業費用 404,866,000円 383,523,444円 14,910,176円 409,967,000円 404,128,804円 △ 20,605,360円

予備費 500,000円 0円 500,000円 500,000円

25,528,030円 △ 2,392,458円

特別損失 0円 0円 0円 0円 0円 0

営業外費用 26,736,000円 23,135,572円 3,954,246円 31,155,000円

（B)-(F)

営業費用 377,630,000円 360,387,872円 10,455,930円 378,312,000円 378,600,774円 △ 18,212,902円

（A) （B） （C) （D) （E) （F)

区分

令和４年度 令和３年度

予算額 決算額 繰越額 不用額 予算額 決算額

営業収益 121,421,000円 110,447,670円 126,590,000円 116,186,930円

増減

水道事業収益 344,279,000円 333,101,757円 359,021,000円 352,740,118円 △ 19,638,361円

△ 5,739,260円

営業外収益 222,858,000円 222,654,087円 232,431,000円 236,553,188円 △ 13,899,101円

区分

令和４年度 令和３年度
増減

予算額 決算額 予算額 決算額

（A) （B） （C) （D) （B)-（D)
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3　経理の状況

①事業収入 （単位：円、税抜き）

②事業費 （単位：円、税抜き）

△ 14,526,996 0.0

185.8

（3）総係費 37,659,553 9.8 36,574,223 9.1 1,085,330 103.0

（4）減価償却費 256,165,360

計 383,523,444 100.0 404,128,804 100.0 △ 20,605,360

0.0

（1）過年度損
　　益修正損

0 0.0 0 0.0 0 0.0

3　特別損失 0 0.0 0 0.0 0

90.7

（2）雑支出 353,818 0.1 423,818 0.1 △ 70,000 83.5

（1）支払利息及び
　　企業債取扱諸費

22,781,754 5.9 25,104,212 6.2 △ 2,322,458

88.9

2　営業外費用 23,135,572 6.0 25,528,030 6.3 △ 2,392,458 90.6

66.8 265,107,725

（2）配水及び給水費 9,242,002 2.4 10,398,117 2.6 △ 1,156,115

65.6 △ 8,942,365 96.6

（5）資産減耗費 0 0.0 14,526,996 3.6

95.2

（1）原水及び浄水費 57,320,957 14.9 51,993,713 12.9 5,327,244 110.2

％ ％ （A-B) （A/B×100）％

1　営業費用 360,387,872 94.0 378,600,774 93.7 △ 18,212,902

区分

令和4年度（A) 令和3年度（B） 比較

決算額
構成比

△ 5,739,260 95.1

△ 6,185,960 94.5

446,700 111.1

決算額
構成比 増減 比率

△ 4,482,434 92.4

634,193 143.0

△ 19,638,361 189.2

1,475,203

352,740,118

0.4

100

67.1

0.0

49.8

16.8

0.6

100.0

△ 13,899,101 94.1

369 123.5

△ 10,051,229 94.3

116,186,930 32.9

112,171,730

4,015,200

236,553,188

1,567

175,807,106

59,269,312

31.8

1.3

66.8

0.0

49.8

16.4

31.8

1.1

165,755,877

54,786,878

2,109,396

333,101,757

2　営業外収益

（1）受取利息及び配当金

（2）他会計補助金

（3）長期前受金戻入

（4）雑収益

計

1　営業収益

（1）給水収益

（2）その他の営業収益

110,447,670

105,985,770

4,461,900

33.2

222,654,087

1,936

令和4年度（A) 令和3年度（B）

構成比

％

構成比

％

比較

比率区分
決算額 決算額

（A/B×100）％

増減

（A-B)

6



1.審査対象町立西和賀さわうち病院事業会計

Ⅱ 審査意見

令和４年度の町立西和賀さわうち病院事業会計の業務実績は、医科外来延べ患

者数20,514人、入院患者数は延べ8,666人、歯科外来6,807人となった。前年度

に比較すると、医科外来1,420人、入院患者数825人の減少となったが、歯科外

来では133人増加した。経営成績は、事業収益が9億5,171万3,428円、事業費用

が9億7,826万7,822円で、事業収益から事業費用を差し引いた2,655万4,394円

の当期純損失となった。当年度末処理欠損金は 8億2,163万3,135円となった。前

年度に比較して、事業収益で1,286万5,733円増加、事業費用で816万9,631円増

加した。

令和４年度も黒字にはならなかったものの、新型コロナウイルス感染症による

病院経営への影響も懸念される中、懸命の経営努力の結果、赤字額が前年度比及

び年度計画に比べ減少するなど、財務面の改善も見られたことから、一定の評価

をしたい。

事業収益の増加は、新型コロナウイルス感染症予防ワクチン業務委託料等で減

少したが、歯科外来の患者増による収益の増加が主要因となる。事業費用の減少

は給与費、材料費、給水光熱費で費用が増加するも、新病院開院時に設備した医

療機器に係る償却終了に伴う、減価償却費等の費用減少によるものである。

令和４年３月に国から「持続可能な地域医療提供体制を確保するための公立病

院経営強化ガイドライン」では、公立病院については、「経営が厳しい」・「医

療従事者の確保が難しい」などの大きな課題があり、国の示すガイドラインに

沿って、各病院で改革プランを策定・実行することが求められている。

人口減少や高齢化に伴う医療需要の変化に対応し、持続可能な地域医療提供体

制を確保するためには地域において果たすべき役割・機能を改めて見直し、明確

化・最適化することが重要と言われている。病院の役割・機能を果たすために必

要となる医師・看護師の確保と働き方改革、病院経営形態の見直し、新興感染症

の感染拡大時に備えた平時からの取組み、施設、設備の最適化、経営の効率化な

どに取り組むことで、病院経営を強化することが求められ、国の示す「公立病院

経営強化ガイドライン」に沿って、「西和賀さわうち病院経営強化プラン（仮

称）」を早期に策定し実行されたい。

今後も健全で安定した経営基盤の下で、町民の生命と健康を守るため、地域医

療の充実と医療サービスの提供に努め、地域住民から一層信頼される医療機関と

して責務を果たされるよう望むものである。
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1.審査対象水道事業会計

水道事業会計の令和４年度の業務実績は、給水人口は 4 , 8 9 1人、給水戸数は

2 , 1 9 0戸で前年度と比較すると給水人口は 1 9 7人、給水戸数は 2 5戸の減少と

なった。また、年間総配水量は 8 7 1 , 0 5 7㎥、年間総有収水量は 5 5 9 , 5 9 6㎥で、

前年度に比較すると、年間総配水量は 9 8 , 3 2 4㎥減少、年間総有収水量は

3 3 , 1 0 8㎥減少となった。

経営成績は総収益が 3億 3 , 3 1 0万 1 , 7 5 7円（前年度比 1 , 9 6 3万 8 , 3 6 1円減

少）、総費用が 3億 8 , 3 5 2万 3 , 4 4 4円（前年度比 2 , 0 6 0万 5 , 3 6 0円減少）で、

その結果、総収益から総費用を差し引いた 5 , 0 4 2万 1 , 6 8 7円の当期純損失と

なった。当年度末処理累積欠損金は 7億 1 , 7 1 1万 4 , 6 1 4円となっている。

令和４年度の未収金は 5 2 1万 3 , 8 5 2円で、前年度と比べ、 7万 9 , 1 7 3円減少

している。未収金の回収には常日頃より鋭意尽力されているが、未収金の中

には債権者の死亡、所在不明などの理由から今後も回収が困難と思われる 1 0

年以上の長期未収金 6 2万 3 , 6 7 7円も計上されている。現状より債権放棄など

の検討も必要と思われる。受益者の公正負担の原則や経営の健全性のために

も、引き続き債権管理に万全を期して頂きたい。

給水収益は営業収益の根幹であるが、人口減少などを要因として、給水人

口も減少に伴う、給水収益が減少傾向にある。一方、費用については、水道

設備の老朽化に伴う更新需要、水質管理対応、災害対策費用なども増加傾向

にあることから、今後の施設の更新などを踏まえ経営状態などを総合的に勘

案し、計画的に取り組まれたい。本町の水道事業を取り巻く環境は、決算内

容などからしても今後も厳しい経営状況が続くものと思われる。

公営企業である水道事業は、独立採算制を基本原則として、その事業費を

水道料金で賄うことになっているが、料金収入で経費を賄えず一般会計から

の繰入れに依存した運営となっている。財源の確保が喫緊の課題であること

から、料金体制の見直しなどの検討も開始されており、将来にわたって安定

した事業経営を維持していくため経営基盤の強化を図る必要がある。

今後も事業を安定的に継続していくためには、「安全」・「強靭」・「持

続」を三本柱として、令和２年３月に策定した「西和賀町水道事業経営戦

略」の計画に基づき、中長期的な視点に立って、現状把握を十分に行いなが

ら、取り巻く社会環境や経済環境の変化に柔軟に対応するとともに、将来を

見通して、経営基盤の強化を図ることを望むものである。
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